
令和６年度年次報告

課題番号：AIST07

（1）実施機関名：

産業技術総合研究所

（2）研究課題（または観測項目）名：

（和文）地下水・地殻変動観測による地震予測精度の向上
（英文）Improving earthquake forecast accuracy by use of groundwater and crustal deformation
observations

（3）関連の深い建議の項目：

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(2) 地震発生確率の時間更新予測

ア. 地震発生の物理モデルに基づく予測と検証

（4）その他関連する建議の項目：

2 地震・火山噴火の予測のための研究
(2) 地震発生確率の時間更新予測

イ. 観測データに基づく経験的な予測と検証
5 分野横断で取り組む地震・火山噴火に関する総合的研究

(1) 南海トラフ沿いの巨大地震

（5）本課題の５か年の到達目標：

2点の地下水・地殻変動観測施設を新規整備し、計20観測点とする。南海トラフ沿いの巨大地震想定震
源域の深部周辺で発生する短期的ゆっくりすべりの詳細なマッピングの継続。安価かつ高精度な歪観
測技術の開発と適用。深部すべりの時空間分布の推定手法の開発。南海トラフ沿いの巨大地震想定震
源域の固着の時間変化の推定。

（6）本課題の５か年計画の概要：

九州に新規の地下水・地殻変動観測施設（2点）を整備し、計20観測点とする。
産総研・防災科研・気象庁との共同研究により構築した観測システムにより、南海トラフの短期的ゆっ
くりすべりの高精度モニタリングを継続する。
安価かつ高精度な歪観測を実現するために、小型のボアホールひずみ計を開発する。
深部すべりの時空間分布の推定手法を開発する。
水準測量データ・潮位データ等を用いて南海トラフ沿いの巨大地震の想定震源域周辺のプレート間固
着の時間変化を推定する。
令和6年度においては、大分県佐伯市の新規地下水等総合観測施設の整備を完了し、データ取得を開始
する。宮崎県東臼杵郡周辺で新規地下水等総合観測施設の整備を開始する。安価かつ高精度な歪観測
技術を開発し、2観測点でボアホールひずみ計の更新に着手する。
令和7年度においては、宮崎県東臼杵郡周辺で新規地下水等総合観測施設のデータ取得を開始する。2
観測点の更新したボアホールひずみ計のデータ取得を開始する。
令和8年度以降においては、3観測点のボアホールひずみ計の更新を行う。

（7）令和６年度の成果の概要：

・今年度の成果の概要
産総研と防災科研および気象庁との共同研究に基づき、3機関のひずみ・地下水・傾斜データをリアル



タイムで共有して南海トラフ周辺地域の短期的ゆっくりすべり(SSE)を解析するシステムの運用を継続
した。2023年11月～2024年10月の間に短期的SSEの断層モデルを32個決定した。
大分県佐伯市に新規地下水等総合観測施設を設置し、観測を開始した。
観測を継続している関東、東海、中部、近畿、四国地方の地下水・ひずみデータ等を地震予知連絡会
報で報告した。

・「関連の深い建議の項目」の目的達成への貢献の状況と、「災害の軽減に貢献する」という目標に
対する当該研究成果の位置づけと今後の展望
南海トラフ周辺地域の短期的ゆっくりすべり(SSE)の解析を継続し、この間のプレート境界滑りの時空
間変化の把握に基づく予測に大きく貢献した。また、解析した短期的SSEは南海トラフ沿いの地震に
関する評価検討会、地震調査委員会、地震予知連絡会に報告し、短期的SSEの評価に貢献した。南海
トラフのプレート境界モニタリングは2024年8月8日の日向灘の地震（M7.1）に伴う南海トラフ地震
臨時情報（巨大地震注意）の発表・特別な注意の呼びかけの終了、2025年1月13日の日向灘の地震
（M6.6）に伴う南海トラフ地震臨時情報（調査終了)の判断にも貢献した。

（8）令和６年度の成果に関連の深いもので、令和６年度に公表された主な成果物（論文・報告書等）：

・論文・報告書等

北川有一・板場智史・松本則夫・落唯史・木口努・矢部優,2024,紀伊半島～四国の歪・傾斜・地下水
観測結果（2023年11月～2024年4月）,地震予知連絡会報,112,378-387,査読無,謝辞無

北川有一・板場智史・松本則夫・落唯史・木口努・矢部優,2025,紀伊半島～四国の歪・傾斜・地下水
観測結果（2024年5月～2024年10月）,地震予知連絡会報,113,印刷中,査読無,謝辞無

木口努・今西和俊・松本則夫,2024,岐阜県東部・長野県西部における地殻活動観測結果 (2023年11月～
2024年4月),地震予知連絡会報,112,222-223,査読無,謝辞無

木口努・今西和俊・松本則夫,2025,岐阜県東部・長野県西部における地殻活動観測結果 (2024年5
月～2024年10月),地震予知連絡会報,113,印刷中,査読無,謝辞無

木口努・松本則夫・北川有一・板場智史・落唯史・佐藤努・矢部優,2024,東海・関東・伊豆地域にお
ける地下水等観測結果(2023年11月～2024年4月)(69),地震予知連絡会報,112,206-210,査読無,謝辞
無

木口努・松本則夫・北川有一・板場智史・落唯史・佐藤努・矢部優,2025,東海・関東・伊豆地域にお
ける地下水等観測結果(2024年5月～2024年10月)(80),地震予知連絡会報,113,印刷中,査読無,謝辞無

北川有一・松本則夫・佐藤努・板場智史・落唯史・木口努・矢部優,2024,近畿地域の地下水位・歪観
測結果（2023年11月～2024年4月）,地震予知連絡会報,112,388-391,査読無,謝辞無

北川有一・松本則夫・佐藤努・板場智史・落唯史・木口努・矢部優,2025,近畿地域の地下水位・歪観
測結果（2024年5月～2024年10月）,地震予知連絡会報,113,印刷中,査読無,謝辞無

矢部優・板場智史・落唯史・松本則夫・北川有一・木口努・木村尚紀・木村武志・松澤孝紀・汐見勝
彦,2024,東海・紀伊半島・四国における短期的スロースリップイベント（2023年11月～2024年4
月）,地震予知連絡会報,112,170-205,査読無,謝辞無

矢部優・落唯史・板場智史・松本則夫・北川有一・木口努・木村尚紀・木村武志・松澤孝紀・汐見勝
彦,2025,東海・紀伊半島・四国における短期的スロースリップイベント（2024年5月～2024年10
月）,地震予知連絡会報,113,印刷中,査読無,謝辞無

木口努・板場智史・松本則夫,2025,産総研綾川千疋観測点における物理検層の概要と解析結果,活断層・
古地震研究報告,24,印刷中,査読有,謝辞無

・学会・シンポジウム等での発表

北川有一・板場智史・落唯史・矢部優・松本則夫・木口努,2024,南海トラフ地震臨時情報（巨大地震



注意）への産総研の地殻変動モニタリングによる貢献,日本地震学会2024年度秋季大会,S23P-19

板場智史・北川有一・落唯史・矢部優・松本則夫・木口努・松澤孝紀,2024,南海トラフ地震臨時情報
（巨大地震注意）への地殻変動モニタリングの課題,日本地震学会2024年度秋季大会,S23P-20

木口努・板場智史・松本則夫,2025,香川県における新たな地下水等総合観測施設（綾川千疋観測点）
の紹介,JpGU2024年大会,SCG47-P01

（9）令和６年度に実施した調査・観測や開発したソフトウエア等のメタ情報：

（10）令和７年度実施計画の概要：
産総研・防災科研・気象庁との共同研究により構築した観測システムにより、南海トラフの短期的ゆっ
くりすべりの高精度モニタリングを継続する。宮崎県延岡市の新規地下水等総合観測施設の整備を完
了し、観測を開始する。2観測点でボアホールひずみ計の更新を進める。

（11）実施機関の参加者氏名または部署等名：

産業技術総合研究所 地質調査総合センター 活断層・火山研究部門
他機関との共同研究の有無：有
防災科学技術研究所 地震津波火山ネットワークセンター,気象庁 地震火山部

（12）公開時にホームページに掲載する問い合わせ先

部署名等：産業技術総合研究所 活断層・火山研究部門 地震地下水研究グループ
電話：029-861-3656
e-mail：tectono-h@aist.go.jp
URL：https://gbank.gsj.jp/wellweb/GSJ/index.shtml

（13）この研究課題（または観測項目）の連絡担当者

氏名：北川有一
所属：産業技術総合研究所 活断層・火山研究部門 地震地下水研究グループ



図1　産総研・気象庁・防災科研のひずみ・傾斜データにより決定した短期的ゆっくりすべりの断層モデル
の位置
産総研・気象庁・防災科研のひずみ・傾斜データにより決定した短期的ゆっくりすべりの断層モデルの位置
（矢部・他, 2025）。緑色の丸は同期間の気象庁一元化震源カタログによる深部低周波地震（微動）の震源
位置。


